
1 おも もくてき
主な目的

ほんやく つうやくしゃ い ぶん か かん
翻訳・通訳者は異文化間コミュニケーションにおいて、

ちゅうかい やく つと じ ぶん かんが た にん か
仲介の役を務めている。自分の考えではなく、他人の書

はな こと げん ご つた
いたことや話したことを異なる言語によって伝えるため、

こう ど ご がくりょく りょうぶん か かん ち しき
高度な語学力はもちろん、両文化に関する知識、それに

やく のうりょく ぎ じゅつ もと み
訳す能力、および技術が求められている。それらを身に

つ ほんやく つうやくきょういく しゅもくひょう ようせい
付けるのが翻訳・通訳教育の主目標であり、養成プログ

がくしゅうもくてき
ラムの学習目的となっている。

2 ほんやく つうやくしゃ ようせい
翻訳・通訳者の養成プログラム

こくりつげん ご だいがく なが れき し も き ぼ おお
モスクワ国立言語大学には、長い歴史を持つ規模の大

ほんやくつうやくせんこう がく ぶ に ほん ご ほんやく つうやくしゃ
きな翻訳通訳専攻の学部がある。日本語翻訳・通訳者の

ようせい だいがく に ほん ご かっ か せつりつ
養成プログラムは、この大学に日本語学科が設立された

ねん じっ し
１９９０年から実施された。このプログラムはナショナルス

もと かいはつ に ほん ご ほか
タンダードに基づいて開発されたもので、日本語の他に、

とくしゅ に ほん ご ほんやく つうやく か てい に ほんぶん か けんきゅう か てい ふく
特殊な日本語翻訳・通訳課程や日本文化研究課程が含ま

そうごうてき きょういく おこな おお とくちょう
れており、総合的な教育が行われているのが大きな特徴

である。

きょういく き かん ねんかん がくしゅう おも ない
教育期間は５年間で、コースデザイン、学習の主な内

よう じゅぎょう じ かん か ひょう とお
容、授業時間は下表の通りである。

たいしょうしゃ さい だいがくせい ひと がくせいにんずう
対象者は１７～２３歳の大学生で、１クラスの学生人数は

めい に ほん ご がっ か きょういく めい
５～８名である。日本語学科の教育スタッフは１０名（１

めい に ほんじん こう し ぜんいん に ほん ご きょういくけいけん なが
名は日本人のパート講師）で、全員日本語教育経験が長

ほんやく つうやく けいけん かくきょう し ひと がくねん に
く、翻訳・通訳の経験もある。各教師は１つの学年の日

ほん ご じゅぎょう し どう とも ほか せんもん か もく たんとう
本語授業を指導すると共に、他の専門科目も担当してい
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か てい
課 程

に ほん ご
日 本 語

に ほんけんきゅう
日本研究

か もく
科 目

に ほんげん ご がく
日本言語学

に ほん ご
日本語

に ほん じ じょう
日本事情

じゅ ぎょう
授 業 こう ぎ

講義・ディスカッション・

ろんぶんはっぴょうかい
論文発表会 えんしゅう

演習 こう ぎ
講義・ディスカッション・

ろんぶんはっぴょうかい
論文発表会

がく ねん
学 年

ねんかん じ かんすう
年間時間数

ないよう
内容

ねんかん じ かんすう
年間時間数

ないよう
内容

ねんかん じ かんすう
年間時間数

ないよう
内容

１ ３８
おんせいがく
音声学 ５７０ しょきゅう ぶんぽう かん じ ご い

初級の文法・漢字・語彙

どっかい ちょうかい かい わ さくぶん
読解・聴解・会話・作文

７６
に ほん れき し ち り けいざい
日本の歴史、地理、経済

２ ７６
ぶんぽうろん
文法論 ６０８ ちゅうきゅう ぶんぽう かん じ ご い

中級の文法・漢字・語彙

どっかい ちょうかい かい わ さくぶん
読解・聴解・会話・作文

７６
に ほんぶん か に ほんじんろん
日本文化、日本人論

３ ７６
ご い がく ぶんたいろん
語彙学、文体論 ３８０

ちゅうきゅう じょうきゅう どうじょう
中級～上級 同上

４ ２２８
じょうきゅう どうじょう
上級 同上 ７６

に ほんぶんがく し
日本文学史

５ １１２
じょうきゅう どうじょう
上級 同上 ５６

に ほんぶんがく し
日本文学史

ごう けい
合 計

じ かんすう
時間数 １９０ １，８９８ ２８４

か てい
課 程

ほん やく つう やく
翻 訳・通 訳

か もく
科 目

に ほん ご ほんやく つうやくろん
日本語翻訳・通訳論

わ ろ ほんやく
和露翻訳

ろ わ ほんやく
露和翻訳

つうやく
通訳

じゅ ぎょう
授 業 こう ぎ

講義・ディスカッション・

ろんぶんはっぴょうかい
論文発表会 えんしゅう

演習
えんしゅう
演習

えんしゅう
演習

がく ねん
学 年

ねんかん じ かんすう
年間時間数

ないよう
内容

ねんかん じ かんすう
年間時間数

ないよう
内容

ねんかん じ かんすう
年間時間数

ないよう
内容

ねんかん じ かんすう
年間時間数

ないよう
内容

１

２

３
７６

わ ろ ほんやく
和露翻訳

つうやくとくちょう
通訳特徴

１５２
ほんやく
翻訳

き そ れんしゅう
基礎練習

４ ７６ せんもんぶん や
専門分野

ほんやく
翻訳

１１４ せんもんぶん や
専門分野

ほんやく
翻訳

９６ ちゅうかい ちく じ つうやく
仲介・逐次通訳

しょうかい ほうこく かい ぎ
（ガイド・紹介・報告・会議など）

５ ５６ せんもんぶん や
専門分野

ほんやく
翻訳

１１２ せんもんぶん や
専門分野

ほんやく
翻訳

１１２
ちゅうかい ちく じ つうやく
仲介・逐次通訳

ざ だんかい
（スピーチ・座談会・インタ

こうしょう かんこう
ビュー・交渉・観光など）

ごう けい
合 計

じ かんすう
時間数 ７６ ２８４ ２２６ ２０８
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じゅぎょうたんとう うちわけ めい ほんやく めい に ほん ご けんきゅう
る（授業担当の内訳は４名が翻訳、２名が日本語研究、

めい つうやく めい に ほんげん ご がく めい に ほん ご ほんやく つう
２名が通訳、１名が日本言語学、１名が日本語翻訳・通

やくろん かく めい きょう し うけ も
訳論）。各クラスは３～４名の教師が受持つため、チー

ひつよう かく か もく じゅぎょう まな
ムティーチングが必要となっている。各科目の授業で学

ほか じゅぎょう い なに
んだことを、他の授業でどうやって活かしていくか、何

ちゅう い しゅうちゅう はな あ きょういく
に注意を集中すべきかなどを話し合っている。教育ス

ぜんいんあつ かく きょういくじょう もんだいてん きょう
タッフは全員集まって、各レベルの教育上の問題点、教

じゅほう し ようきょうざい はな あ ほんやく
授法、使用教材などについて話し合ったりする。翻訳・

つうやくがく ぶ きょうじゅ い いんかい ひら かい ぎ さん か はっぴょう
通訳学部の教授委員会が開く会議にも参加し、発表する

おお
ケースも多い。

3 ほんやく きょういく
翻訳の教育

ほんやく きょういく ちゅうきゅう ねんせい はじ に ほん
翻訳の教育は中級レベル（３年生）から始まり、日本

ご じゅぎょう へいこう おこな がくしゅうもくてき おし かた
語の授業と並行して行われているが、学習目的や教え方

ちが に ほん ご じゅぎょう
には違うものもある。日本語の授業はコミュニカティブ

ほうほう おも きょうじゅほう しゅようきょうざい に ほん
な方法が主な教授法となっているが、主要教材は日本で

しゅっぱん きょう か しょ に ほん ご しょ ほ そうごう に ほん ご ちゅうきゅう
出版された教科書（「日本語初歩」、「総合日本語中級」、

げんだい に ほん ご べつじょうきゅう まな
「現代日本語コース」Vol．３～４、「テーマ別上級で学

に ほん ご かい わ さくぶん じゅぎょう
ぶ日本語」など）で、会話・作文などの授業にはロシア

ご つか ぶんぽう どっかい ちょう
語を使わないようにしている。しかし、文法・読解・聴

かい じゅぎょう やく れんしゅう れんしゅう もく
解の授業では訳す練習をすることがある。この練習の目

てき やく のうりょく そだ に ほん ご ご
的は訳す能力を育てることではなく、日本語とロシア語

ぶんぽう ひょうげん たん ご ひ かく とお に ほん ご り かい ふか
の文法・表現・単語の比較を通して、日本語の理解を深

めるということである。

いっぽう ほんやくかつどう しゅようもくひょう げんぶん ほか げん ご
一方、翻訳活動の主要目標は、原文を他の言語によっ

せいかく かんぜん ひょうげん ない
て正確に完全に表現するということである。そのため内

よう げんぶん けいしきてきとくちょう ご く い まわ こう
容はもちろん、原文の形式的特徴（語句、言い回し、構

ぶん ぶんたい つた じゅう し
文、文体）まで、いかに伝えるかを重視しなければなら

ない。

に ほん ご ご げん ご こうぞう いちじる こと
日本語とロシア語は言語構造が著しく異なる。よって

やく のうりょく き そ お だいいち だんかい ご
訳す能力の基礎を置く第一の段階においては、ロシア語

やく こうぶん ぶんけい ぶんせき やく かた がく
にはない訳しにくい構文・文型などの分析・訳し方が学

しゅう じゅうてん きょうざい ちゅうきゅうよう に ほん ご
習の重点となっている。教材としては、中級用の日本語

に ほん しんぶん で むずか ちい き
のテキストや日本の新聞に出ている難しくない小さな記

じ つか ないよう さいしょ だんかい に ほん じ じょう に ほん せ
事を使う。内容は最初の段階から、日本事情、日本や世

かい わ だい しょうかい げんぶん えら じゅぎょう
界で話題になっていることを紹介する原文を選び、授業

ど りょく
をよりおもしろくするように努力している。

じょうきゅう けいざい せい じ しゃかい ぶん か か がく ぎ じゅつ
上級クラスでは経済・政治・社会・文化・科学技術・

かくせんもんぶん や ほんやく れんしゅう
ビジネスなどの各専門分野のテキストの翻訳の練習をし

てき こと げんぶん やく ちから そだ
ている。ジャンル的に異なる原文を訳す力を育てるため

こうこく せつめいしょ かいせつ こうしきがいこうせいめい
に、広告・説明書から解説・コミュニケ（公式外交声明）・

けいやくしょ さまざま ぶんしょう きょうざい つか
契約書まで、様々な文章を教材として使っている。

に ほん ご ご やくわり おお
日本語はロシア語よりコンテキストの役割が大きく、

ひょうげんこうぞう い み こうぞう はな げん ご
表現構造と意味構造がかなり離れている言語である。そ

い み だいひょうてき えら に ほんじんろん に ほんじん
の意味で代表的なテキストを選んで、日本人論、日本人

かんが かた とくゆうりん り ち しき ふ
の考え方、特有倫理についての知識を増やす。

かく がくしゅう ほんやく げんぶん で
各テーマの学習は、翻訳する原文に出てくる、キーに

あたら たん ご ひょうげん どうにゅう はじ ご がくせい
なる新しい単語・表現の導入から始まり、その後、学生

げんぶん め とお
は原文に目を通して、そのテーマ、ジャンル、アイディ

ぶんたい に ほん ご とう ぎ つぎ もくどく
ア、文体などを日本語で討議する。次にテキストを黙読

こうとう やく ほんやく し けん ば
しながら口頭で訳す。翻訳そのものはテストや試験の場

あい のぞ しゅくだい ぶんりょう じ
合を除いて、宿題としてやっている（分量は１，０００字くら

かくしゅ じ てん つか たん ご ちょう つく たん ご
い）。また、各種の辞典を使いながら単語帳を作り、単語

い み ほか つか かた やく かた ちゅう い む
の意味の他に、その使い方・訳し方にも注意を向ける。

じゅぎょう がくせい つく ほんやくぶん ぶんせき おこな よ
授業では学生が作った翻訳文の分析を行い、その良い

てん ま ちが ぜんいん はな あ
点や間違いについて、クラス全員で話し合う。このよう

し どうほうほう げんぶん ちか せいかく ほんやく
な指導方法によって、原文により近く、より正確な翻訳

のうりょく やしな どう じ ご ひょうげんりょく たか
の能力が養われると同時に、ロシア語の表現力をも高め

ている。

ろ わ ほんやく じゅぎょう ねんせい
露和翻訳の授業は、４年生のクラスからスタートし、

ご に ほんじんこう し し どう わ ろ ほんやく たんとう
ロシア語ができる日本人講師が指導し、和露翻訳を担当

じんこう し きょう
するロシア人講師とチームティーチングをしながら、共

つう ろ ぶん おも しんぶん で に
通のテーマの露文（主にロシアの新聞などに出ている日

ほん き じ ろんぶん ないよう ぜんいん
本についての記事・論文など）の内容を、クラス全員が

に ほん ご はな あ やく れんしゅう に ほん ご のうりょく
日本語で話し合ったり訳す練習などをして、日本語能力

ほんやく の
や翻訳スキルを伸ばす。

そつぎょうろんぶん ねんせい げん ご
卒業論文としては、５年生はそれぞれのテーマ（言語

がく ほんやく つうやくろん に ほんけんきゅう けんきゅう
学、翻訳・通訳論、日本研究など）を研究して、そのテー

かん ほんやくぶん じ ぶん つく
マに関する翻訳文（３０～４０ページ）を自分で作り、それ

けんきゅうろんぶん あ ていしゅつ
を研究論文と合わせて提出することになっている。

4 つうやく きょういく
通訳の教育

つうやく じゅぎょう ねんせい おこな ちゅう
通訳の授業は４、５年生のクラスで行われており、仲

かい ちく じ つうやく じゅうてん お どう じ つうやく だいがくきょういく
介・逐次通訳に重点を置いている（同時通訳は大学教育

ふく
のプログラムに含まれていない）。

つうやくしゃ で き ようきゅう ほん
通訳者に出来ること、要求されることは、そもそも翻

ねんせい ろんぶんはっぴょうかい
５年生 論文発表会
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やく べつ じ かんてき せいやく なか はつげん しゅ
訳とは別のものである。時間的な制約の中で、発言の主

し ば じょうほうてき か ち も すべ
旨や、その場での情報的な価値を持つもの全てを、いか

はや こと げん ご つた つうやく だいいち か だい
に早く異なった言語で伝えるかが通訳の第一の課題と

いちれん こうどう き り かい はんだん
なっている。一連の行動（聞きながら理解・判断すると

とも き おく どう じ おこな
共に、記憶しメモをとる）を、ほぼ同時に行わなければな

こう ど げん ご うんようのうりょく ちゅう い りょく しゅうちゅう
らないため、高度な言語運用能力のほかに注意力・集中

りょく たか き おくりょく はんのうのうりょく つよ もと
力・高い記憶力・反応能力などが、強く求められる。こ

み つ とくべつ くんれん ひつよう
れらを身に付けるのに特別な訓練システムが必要である。

に ほん ご がっ か そうごうてき くんれん め ざ きょう
日本語学科では、このような総合的な訓練を目指す教

じゅほう かいはつ ねん こくさいこうりゅう き きん に ほん ご こくさい
授法が開発され、１９９４年に国際交流基金日本語国際セン

きょうりょく なか
ターの協力により、フェローシッププログラムの中で

ちゅうきゅう わ ろ ろ わ つうやく きょう か しょ さくせい
「中級における和露・露和通訳」という教科書が作成さ

し はんきょうざい つ い らい ねん
れた（市販教材、カセットテープ付き）。以来、４、５年

せい きょうざい ちゅうしん じゅぎょう しゅう かい かく
生のクラスではこの教材を中心とした授業を週２回、各

じ かんおこな
２時間行っている。

つうやく たいしょう おお かんこう
テーマは、通訳の対象となることの多いガイド・観光・

しょうかい ほうこく かい ぎ ざ だんかい
紹介・報告・会議・スピーチ・座談会・インタビューな

ほんぶん いろいろ つうやく ぎ じゅつれんしゅう
どである。本文のほかに色々な通訳技術練習もある。

かく がくしゅう き れんしゅう はじ ほんぶん で
各テーマの学習は、聞く練習から始まる。本文に出て

おも たん ご ひょうげん こ ゆうめい し すう じ
くる主なキーワード（単語・表現・固有名詞・数字）を

き やく つぎ いち ど お
聞きながらポーズのところで訳し、次にもう一度終わり

ご き こと ば で じゅんじょどお く かえ やく
まで７語ずつ聞いて、言葉の出た順序通りに繰り返し訳

き そ れんしゅう ちゅう い りょく き おくりょく たか
すという、基礎練習である。これは注意力や記憶力が高

どう じ しん ご し ぜん み こう か
まると同時に、新語も自然に身につく効果がある。

つぎ ほんぶん で き ひょうげん い まわ き
次に本文に出てくる決まり表現・言い回しなどを聞い

やく あと ただ ろ やく き
て、ポーズのところで訳した後で、正しい露訳を聞き、

に ほん ご やく くんれん れんしゅうほうほう に
また日本語に訳す訓練をする。このような練習方法は日

ほん ご たいおうりょく はんのうのうりょく とも ご ひょうげんのうりょく
本語への対応力・反応能力と共に、ロシア語表現能力も

の
伸ばす。

さら ほんぶん き ようてん か と じょう
更に、本文を聞きながら要点をノートに書き取り、情

ほうてき か ち も えら れんしゅう あと ほんぶん
報的な価値を持つものを選ぶ練習をする。その後で本文

かくぶん かくせつ やく しゅくだい
の各文・各節をそれぞれのポーズのところで訳す。宿題

ほんぶん き と どう じ く
としては、本文を聞きながらテープを止めず同時に繰り

かえ れんしゅう どう じ つうやく れんしゅう し じ ほうほう
返す練習、同時通訳する練習を指示している。この方法

き はな しゅうちゅうりょく ご
により、「聞きながら話す」スキル、集中力、ロシア語

ひょうげんのうりょく はや はな ちから やしな
表現能力、速いスピードで話す力などが養われる。

つぎ だんかい がくしゅう つか
次の段階では、その学習テーマのジャンルによく使わ

に ほん ご ぶんけい い まわ こうぶん とく ご
れている日本語の文型、言い回し、構文、特にロシア語に

やく つか かた やく かた れんしゅう
訳しにくいパターンの使い方・訳し方の練習をするが、こ

かたち おこな ひと り がくせい れい
れはペアワークの形で行う。１人の学生が例にならって

に ほん ご ぶん つく ご やく あい て がく
日本語の文を作り（またはロシア語から訳し）、相手の学

せい に ほん ご ご やく ぜんいん どう じ
生は、その日本語をロシア語に訳す。クラス全員が同時

れんしゅう で き じゅぎょう
に練習出来るため、授業はインテンシブなものになる。

し ごと こうしき ば おこな おお つうやくしゃ けい
仕事が公式の場で行われることの多い通訳者には、敬

ご ひょうげんのうりょく つよ もと さん
語表現能力が強く求められる。コミュニケーションの参

か しゃ ば じょうきょう けい ご ひょうげん つか わ つか
加者やその場の状況により、敬語表現の使い分け、使い

かた やく かた くんれん め ざ ば めんれんしゅう かく べんきょう
方、訳し方の訓練を目指す場面練習も各テーマの勉強の

じゅうてん とく ちゅうかいつうやく れんしゅう
重点となり、特に仲介通訳を練習するロールプレイに、

がくせい きょう み あつま
学生の興味が集まる。

さい ご やく すべ もと ちく じ つうやくれんしゅう
最後は、訳すスキル全てを求める逐次通訳練習のコン

め ざ やく がくしゅう ひょうげん
トロールを目指す。訳すテキストには、学習した表現の

も こ ないようてき まった あたら
ほとんどが盛り込まれているが、内容的には全く新しい

わ ぶん ろ ぶん がくせい つうやく げん ば ちか
和文・露文となっており、学生には通訳の現場に近いと

じっかん れんしゅう かさ じ しん
いう実感がある。このような練習を重ねながら、自信を

も つうやく と く のうりょく やしな
持って通訳に取り組む能力を養っている。

5 こん ご か だい
今後の課題

げんざい い ぜん けいけん あき もんだいてん けんきゅう
現在は、以前の経験や明らかになった問題点・研究をま

かく か もく きょういく いっそうきょう か
とめて、各科目の教育コーディネーションを一層強化し、

そうごうてき きょうじゅ きょうざい せいさく か だい と く
総合的な教授・教材システムを制作する課題に取り組ん

とく ちゅうきゅうようほんやくきょうざい かいはつ じょうきゅう
でいる。特に中級用翻訳教材を開発し、上級レベルにお

つうよう じつりょく の そうごうてき ほんやく
けるプロとして通用する実力を伸ばす、総合的な翻訳・

つうやくきょうざい さくせい ひつよう てん
通訳教材を作成する必要がある。その点ではカリキュラ

み なお ひつよう きょうざいさくせい じつげん
ムも見直す必要がある。この教材作成のプランが実現す

ほんやく つうやくしゃようせい いっそう きょう か
れば翻訳・通訳者養成の一層の強化になるであろう。
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